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（表）
第　　　　　号
　　年　　月　　日
　　世帯主
　　　住所
　　　氏名
酒田市長　　　　　　　　　　印
弁明の機会の付与通知及び特別療養費の支給に係る事前通知書
　あなたの国民健康保険税について、これまで督促、催告等により、納付をお願いして参りましたが、未だ滞納となっています。
　ついては、国民健康保険法第54条の3第1項又は第2項の規定に基づく特別療養費の支給に先立ち、行政手続法第13条第1項の規定により弁明の機会を付与します。

滞納がこのままですと、療養費の給付等に代えて、特別療養費を支給することとなりますので、あらかじめお知らせいたします。
　また、納期限から1年6月を経過しても滞納している場合には、同法第63条の2第1項の規定に基づき、保険給付の全部又は一部の支払を差し止めることになります(1年6月を経過する前においても、同条第2項の規定に基づき、保険給付の全部又は一部の支払を差し止めることがあります。)。
　つきましては、滞納している国民健康保険税を直ちに納付するようお願いします。
1　滞納となっている国民健康保険税
※　別紙未納明細参照
備考　上記は、　　年　　月　　日現在の滞納額です。本通知と行き違いで納付されて
いる場合は、直ちに申し出てください。
2　弁明の機会の付与等
　滞納している国民健康保険税を納付できないことについて、行政手続法に基づき弁明の機会を付与しますので、次により弁明書を提出してください。
(1)　滞納を続けることによって予定される不利益処分の内容
　　療養の給付等に代えて、特別療養費を支給すること

　　
(2)　根拠となる法令の条項
　　　国民健康保険法第54条の3
(3)　不利益処分の原因となる事実
　　　上記1のとおり、国民健康保険税が(納期限から厚生労働省令で定める期間(1年間)が経過するまでの間に)納付されていないこと。
(4)　弁明書の提出先　酒田市本町二丁目2番45号　酒田市役所　納税課　滞納整理室
(5)　弁明書の提出期限　　　　年　　月　　日
(6)　国民健康保険税を納付することができないことについて、国民健康保険法施行令第1条に定める特別の事情を有することになった場合又は被保険者が原爆一般疾病医療費の支給等を受けることができる者になった場合は、直ちに「特別の事情届書」又は「公費負担医療に関する届出書」を提出してください。

(7)　特別療養費の支給となる日　　　　　年　　月　　日から
(8)　この処分に不服がある場合は、この通知のあったことを知った日の翌日から起算して3箇月以内に山形県国民健康保険審査会に対して審査請求することができます。
＜注意事項等＞
・特別療養費の支給対象者は医療機関等の窓口で医療費を全額支払いとなります。後日、領収書を持参のうえ、市へ申請を行うことで、支払った額から一部負担金相当額を控除した額の給付を受けることができます。滞納している保険税がある場合は給付の全額または一部が保険税へ充当されます。

（裏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参考：国民健康保険法施行令で定める特別の事情について
＜国民健康法県法施行令第28条の6＞

法第五十四条の三第一項に規定する政令で定める特別の事情は、次に掲げる事由により保険料（地方税法の規定による国民健康保険税を含む。次条において同じ。）を納付することができないと認められる事情とする。
一　世帯主又は組合員がその財産につき災害を受け、又は盗難にかかったこと。
二　世帯主若しくは組合員又はこれらの者と生計を一にする親族が病気にかかり、又は負傷したこと。
三　世帯主又は組合員がその事業を廃止し、又は休止したこと。
四　世帯主又は組合員がその事業につき著しい損失を受けたこと。
五　前各号に類する事由があつたこと。
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